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パ
パ
マ
マ

保
育
児
童
の
増
加
と
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

　

少
子
化
が
進
み
、
本
市
で
も
就
学
前

の
子
ど
も
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
核
家
族
化
や
就
労
す
る
女
性
の
増

加
に
よ
り
、
教
育
・
保
育
施
設
（
保
育

所
（
園
）、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、

小
規
模
保
育
所
）の
利
用
者
が
増
加
し
、

ま
た
保
育
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
平
成
29
年
５
月
１
日
時
点
の
教

育
・
保
育
施
設
を
利
用
す
る
児
童
数

は
６
、８
１
２
人
で
、
平
成
24
年
５
月

１
日
時
点
の
６
、６
６
７
人
と
比
べ
、

１
４
５
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

た
め
の

お
手
伝
い
！

が
安
心
し
て
働
く

　市は、安心して子どもを生み育てることができる環境を整え、全ての子どもが、
地域で見守られながら、健やかに育つことができる「すくすく子育ち　いきいき子
育て　地域みんなで支え合うまち　みやこのじょう」に取り組んでいます。
　今回は、就学前児童の保育の現状や取り組みを特集します。

◎問い合わせ　保育課　☎ 23－4894
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都城市就学前児童（0～5歳の子ども）の推移
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すくすく子育ち！
いきいき子育て！

本
市
の
入
所
申
し
込
み
の
状
況

　

４
月
１
日
現
在
の
保
育
所（
園
）・

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
入
所
申
込
者
は 

６
、３
５
３
人
。
そ
れ
に
対
し
て
、
利

用
定
員
数
は
６
、５
４
９
人
で
、
入
所

申
し
込
み
に
は
、
余
裕
が
あ
る
状
況
と

言
え
ま
す
。
し
か
し
、
入
所
申
込
者
の

う
ち
51
人
は
、
市
の
中
心
部
に
あ
る
施

設
を
希
望
す
る
な
ど
の
理
由
で
入
所
を

待
っ
て
い
る
「
空
き
待
ち
」
の
状
況
に

あ
り
ま
す
。

「
空
き
待
ち
」
の
解
消
の
た
め
に

　

教
育
・
保
育
施
設
の
保
育
士
配
置
基

準
は
、
子
ど
も
の
年
齢
に
応
じ
て
定
め

ら
れ
て
い
て
、
保
育
士
不
足
の
現
状
が

続
く
中
、
各
施
設
で
は
、
利
用
定
員
数

を
増
や
し
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
市
で
は
南
九
州
大
学

と
連
携
し
て
、
結
婚
や
妊
娠
を
機
に
保

育
士
を
辞
め
た
な
ど
、
資
格
を
有
し
な

が
ら
保
育
士
と
し
て
働
い
て
い
な
い

「
潜
在
保
育
士
」
の
復
職
研
修
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

保
育
料
の
負
担
軽
減

　

教
育
・
保
育
施
設
の
利
用
は
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
に
よ
り
、
市
の
認

定
が
必
要
で
す
。
子
ど
も
の
年
齢
と
就

労
な
ど
の
保
育
の
必
要
性
で
、
認
定
は

１
号
か
ら
３
号
に
区
分
さ
れ
て
い
て
、

区
分
ご
と
に
国
が
子
ど
も
一
人
当
た
り

の
保
育
料
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
保
育
料
を
上
限
に
、
市
で
は
独

自
に
保
育
料
を
定
め
、
差
額
分
を
補ほ

填て
ん

し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い

ま
す
。

【
保
育
料
の
例
】

市
民
税
額
が
５
万
７
、７
０
０
円
～

６
万
１
千
円
の
人
が
子
ど
も
一
人
を
入

所
さ
せ
る
場
合

　

保
育
課
は
、
保
育
所
（
園
）
や
認
定

こ
ど
も
園
の
入
所
相
談
の
ほ
か
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
な
ど
、
主
に
小
学
生
以
下
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
へ
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
希
望
す
る
教
育
・
保
育
施
設

へ
の
入
所
を
待
つ
「
空
き
待
ち
」
の
子

ど
も
の
う
ち
、
43
人
が
０
歳
か
ら
３
歳

児
未
満
で
す
。
そ
れ
に
対
し
、
市
で
は

０
歳
か
ら
３
歳
児
未
満
を
対
象
と
し
た

小
規
模
保
育
所
を
２
年
間
で
５
カ
所
認

可
。
今
年
度
も
、
要
件
を
満
た
す
施
設

の
中
か
ら
認
可
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

併
せ
て
、
保
健
師
の
所
属
す
る
こ
ど

も
課
で
は
、
育
児
の
悩
み
な
ど
の
相
談

も
で
き
、
２
つ
の
課
で
子
育
て
世
帯
を

ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
帯
を

ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト

保育課
黒木　千晶　課長

●
３
歳
以
上
（
２
号
）

　

国
の
定
め
た
保
育
料
２
万
７
千
円
に

対
し
、
市
が
９
千
円
を
補
填
。
保
育
料

を
１
万
８
千
円
に
軽
減
し
て
い
ま
す

●
３
歳
未
満
（
３
号
）

　

国
の
定
め
た
保
育
料
３
万
円
に
対

し
、
市
が
９
千
円
を
補
填
。
保
育
料
を

２
万
１
千
円
に
軽
減
し
て
い
ま
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
は
と
て
も
大

変
な
こ
と
で
す
が
、
急
な
残
業
や
、
教

育
・
保
育
施
設
へ
の
送
迎
な
ど
で
困
っ

た
と
き
な
ど
に「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
」
が
利
用
で
き
ま
す
。

平
成
28
年
４
月
か
ら
利
用
料
の
一
部
を

市
が
補
助
す
る
こ
と
で
、
よ
り
利
用
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
す
る
に
は
、
事
前
の
登
録
が
必

要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。
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エンゼル IT保育園（中町） さくら幼稚園（姫城町）

乙房こども園（乙房町） 相愛保育園（早鈴町）

　子育て中の人が、働く際にまず考えるのが、子どもの預け先。そんな働く保護者を支えるために、市内に
保育所（園）や幼稚園、認定こども園などがあります。また、延長保育や休日保育などで、働く保護者と
その家族を応援します。ここでは、各施設の特徴について紹介します。

病後児保育
病気やけがの回復期にある小学６年生以
下の子どもを、家庭で保育できない場合
に一時的に利用できる制度です。

休日保育
日曜や祝日など、家庭で保
育できない場合に利用でき
る制度です。

一時預かり保育
平日に、一時的に家庭で保
育できない場合に利用でき
る制度です。

その他のサービス

はじめての保
ほ

活
か つ

を応援します !

　就労などで保育できない保護者の就学前の子ど
もを保育する児童福祉施設です。延長保育や一時
預かりなどの保育ニーズにも対応します。
　相愛保育園では、保育園とは子ども・保護者・
保育者が共に育ち合う場と
考えています。どの子も愛
されてこそ育つものです。
どんなときも愛情を注ぎな
がら、その子らしい花を咲
かせるように、共に育ち合
う保育をしています。

保育所

高木　かおる 園長

　就学前児童を対象とした、保育と幼児教育を一体
的に行う施設で、法改正により保育者の配置が柔軟
に配置でき、多様な活動が可能になりました。また、
子育て支援事業も行うことで、地域の子育て拠点に
なっています。
　乙房こども園では、子どもが
自ら考え行動し、子どもらしく
過ごせるよう、さまざまな工夫
や環境づくりを行っています。
野菜や米作り、泥んこ遊び、生
き物との触れ合いなど日々の体
験を通して、社会情緒的能力を
育てることを大切にしています。

認定
こども園

　遊びやさまざまな体験を通して、小学校からの学
びにつながる基礎的な力を育てる施設です。
　さくら幼稚園では、よく遊び、よく学ぶ、元気いっ
ぱいの子どもの育成を目指し、外部講師によるお茶
ごっこや論語教室、英語活動な
ど、幼少期から本物に触れる環
境を整えています。
　個性を生かして楽しく創作活
動したり、生活習慣を身に付け
たりなどの活動から、集団生活
の中で好奇心や集中力、表現力
を自然に身に付けさせる教育を
行っています。

幼稚園

黒木　政治 園長

　定員が 6 人～ 19人以下で、3 歳未満児を対象とし
た保育を行う施設です。
　エンゼルＩＴ保育園の定員は18人と少人数なの
で、より家庭的な雰囲気の中で保育を行っています。
卒園後は連携施設である上長飯認定こども園に優先
的に入園できます。
　上長飯認定こども園に月に一
度出掛けたり、公園やテラスで
遊んだりでき、伸び伸びと過ご
せる環境です。また、室内には
広々とした屋内運動場も備えて
いて、園以外の人へも開放して
います。

小規模
保育所

原田　哲也 園長

刀
かたな

坂
ざか

　弘
こう

毅
き

 園長
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気軽に相談ください

働
き
た
い
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
、
保

育
・
教
育
施
設
を
利
用
す
る
と
き
に

｢
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
分
か
ら

な
い｣
と
い
う
疑
問
に
答
え
ま
す

【
申
し
込
み
前
】

何
歳
か
ら
利
用
で
き
ま
す
か

原
則
、
保
育
所
な
ど
は
０
歳
～
５
歳

で
、
幼
稚
園
は
３
歳
～
５
歳
と
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
乳
児
が
利
用
す

る
場
合
は
、
希
望
す
る
施
設
に
事
前

の
相
談
が
必
要
で
す

施
設
を
見
学
し
た
い
の
で
す
が

希
望
す
る
施
設
と
日
程
を
調
整
し
、

子
ど
も
と
一
緒
に
見
学
で
き
ま
す

仕
事
を
探
し
て
い
る
と
き
で
も
利
用

で
き
ま
す
か

求
職
中
で
も
、
３
カ
月
間
は
利
用
で

き
ま
す

子
ど
も
が
慣
れ
る
た
め
の
な
ら
し
保

育
は
あ
り
ま
す
か

各
施
設
と
も
あ
り
ま
す
。
入
所
日
か

ら
仕
事
開
始
日（
最
長
15
日
間
）は
、

な
ら
し
保
育
期
間
を
設
け
て
い
ま
す

※
た
だ
し
、
通
常
の
保
育
料
が
必
要

【
保
育
料
】

保
育
料
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
す
か

世
帯
の
市
民
税
額
を
基
準
に
決
定
し

ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
以
前
か

ら
市
内
に
住
ん
で
い
て
、
前
年
中
の

税
の
申
告
が
済
ん
で
い
る
人
は
窓
口

で
調
べ
ら
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
な
ど
、
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ

い保
育
料
以
外
に
必
要
な
経
費
は
あ
り

ま
す
か

各
施
設
で
異
な
り
ま
す
が
、
入
所
時

に
入
園
料
や
帽
子
・
体
操
服
な
ど
の

被
服
費
。
教
材
・
絵
本
や
保
護
者
会

費
な
ど
が
あ
り
ま
す

【
申
し
込
み
す
る
と
き
】

申
し
込
み
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い

保
育
所
な
ど
は
、
入
所
希
望
月
の
前

月
１
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
４
月
入
所
希
望
の
場

合
は
、
毎
年
11
月
か
ら
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
幼
稚
園
お

よ
び
１
号
認
定
を
希
望
す
る
人
は
、

各
施
設
に
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い

【
入
所
決
定
】

入
所
決
定
は
、い
つ
分
か
り
ま
す
か

原
則
、
入
所
予
定
月
の
前
月
中
旬
ま

で
に
通
知
し
ま
す
。
た
だ
し
、
利
用

調
整
の
結
果
、
入
所
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す

※ 
利
用
調
整
と
は
、
保
育
の
必
要
性

に
基
づ
く
基
本
指
数
や
、
困
窮
度

と
公
平
性
か
ら
算
定
す
る
調
整
指

数
を
用
い
た
、
優
先
順
位
に
よ
り

入
所
者
を
決
定
す
る
こ
と
で
す

入
所
で
き
な
い
間
は
、
ど
う
し
た
ら

い
い
で
す
か

毎
月
利
用
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
都
度
、
調
整
結
果
を
通
知

し
ま
す
。
入
所
で
き
な
い
期
間
は
、

一
時
預
か
り
保
育
ま
た
は
、
認
可
外

保
育
園
の
利
用
を
検
討
く
だ
さ
い

【
そ
の
他
】

居
住
地
以
外
の
市
町
村
の
施
設
を
利

用
で
き
ま
す
か

里
帰
り
出
産
な
ど
の
特
別
な
事
情
が

あ
る
場
合
を
除
い
て
、
原
則
、
利
用

で
き
ま
せ
ん

保
育
所
の
定
員
は
増
や
せ
ま
せ
ん
か

保
育
士
の
数

や
保
育
室
の

面
積
な
ど
で

利
用
定
員
が

決
ま
る
た

め
、
基
準
を

満
た
さ
な
い

と
増
や
せ
ま

せ
ん

　保育課では、保育所などの入所受け付
けのほか、休日保育や病後児保育など、
保育に関する相談も受け付けています。
初めて子どもを預ける保護者の皆さんは、
不安を感じることが多いかもしれません。
保育のことで疑問に思うことがあれば、
気軽に相談ください。
　また、保育課や各総合支所などで配布

している ｢子育
てガイド｣ や、
今年 3 月に開設
した子育て応援
総合サイト「は
ぴ  みやこんじょ」
でも、子育て情
報を積極的に発
信していますの
で、ぜひ、活用
ください。

保育課
有馬　洋視　副主幹

保
活
の
疑
問
、
解
決
し
ま
す

すくすく子育ち！
いきいき子育て！
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毎
年
、
新
た
に
１
万
人
以
上
が
、
白

血
病
や
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
の
重
い

血
液
の
病
気
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
学
の
進
歩
に
よ
り
治
療
で
き
る
人
は

増
え
て
い
ま
す
が
、
治
療
法
が
移
植
し

か
な
い
人
も
多
く
、
毎
年
２
千
人
以
上

の
人
た
ち
が
移
植
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
人
を
救
う
た
め
に

創
設
さ
れ
た
ド
ナ
ー
（
骨
髄
・
抹
消
血

幹
細
胞
移
植
の
提
供
者
）
登
録
制
度
。

　

今
回
は
、
「
命
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
も
言
え
る
制
度
の
紹
介
と
併
せ
て
、

ド
ナ
ー
と
な
る
人
と
そ
の
人
の
就
業
先

を
支
援
す
る
、
市
の
取
り
組
み
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

☎
23

－

２
９
８
０

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
者
が

不
足
し
て
い
ま
す

　

現
在
、
全
国
で
47
万
人
以
上
が
ド
ナ

ー
登
録
を
し
て
い
ま
す
が
、
患
者
と
白

血
球
の
型
が
適
合
し
な
け
れ
ば
、
ド
ナ

ー
候
補
者
に
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い

る
患
者
の
う
ち
、
実
際
に
移
植
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
６
割
程
度
で
、

一
人
で
も
多
く
の
人
を
救
う
た
め
に
は
、

骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
人
を
増
や
す

た
め
の
取
り
組
み
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。

登
録
は
２
ミ
リ
㍑
の
採
血
か
ら
。

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
に
協
力
く
だ
さ
い

命
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日本骨髄バンク
のホームページ

ド
ナ
ー
登
録
を
で
き
る
人

◎
年
齢

　

18
歳
以
上
、
54
歳
以
下
の
健
康
な
人

◎
体
重

　

男
性
45
㌕
以
上
、
女
性
40
㌕
以
上

◎
留
意
事
項

実
際
に
提
供
で
き
る
の
は
、
20
歳
以

上
55
歳
以
下
で
、
家
族
の
同
意
が
あ
る

人
で
す

ド
ナ
ー
登
録
の
流
れ

◎
ド
ナ
ー
に
な
る
こ
と
を
よ
く
理
解
す
る

　

登
録
の
し
お
り
「
チ

ャ
ン
ス
」
ま
た
は
、
日

本
骨
髄
バ
ン
ク
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
内

容
を
十
分
に
理
解
し
ま
す

◎
登
録
と
２
ミ
リ
㍑
の
採
血
（
無
料
）

　
「
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
・
署
名
し
、
最
寄

り
の
登
録
窓
口
か
各
地
で
開
催
さ
れ
る

ド
ナ
ー
登
録
会
で
提
出
。
会
場
で
、
腕

の
静
脈
か
ら
2
ミ
リ
㍑
の
血
液
を
採
取

し
て
検
査
し
ま
す

◎
登
録
確
認
書
を
受
け
取
る

　

後
日
、
日
本
赤
十
字
社
骨
髄
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
か
ら
、「
ド
ナ
ー
登
録
確
認

書
」
が
届
き
ま
す
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身
近
な
人
が
ド
ナ
ー
に
な
る
と
き
は

　

家
族
や
身
近
な
人
が
、
ド
ナ
ー
登
録

を
し
た
り
、
ド
ナ
ー
候
補
者
に
選
ば
れ

た
り
し
た
と
き
、
不
安
や
疑
問
を
持
つ

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

骨
髄
な
ど
を
提
供
す
る
の
は
ド
ナ
ー

本
人
で
す
が
、
家
族
や
職
場
の
皆
さ
ん

の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、

ド
ナ
ー
は
安
心
し
て
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
提
供
に
向
け
た
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
は
、ド
ナ
ー
本
人
の
意
思
と
、

家
族
や
職
場
の
皆
さ
ん

の
思
い
も
大
切
に
し
な

が
ら
進
め
ら
れ
ま
す
の

で
、
理
解
と
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

ド
ナ
ー
と
、
ド
ナ
ー
が
働
く

事
業
所
を
応
援
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
市
内
に
住
む
ド
ナ
ー
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
、
骨
髄
な
ど
の
移

植
の
推
進
と
ド
ナ
ー
登
録
者
の
増
加
を

図
る
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
ド
ナ
ー

と
、
ド
ナ
ー
が
働
く
事
業
所
に
奨
励
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

◎
交
付
の
対
象
者

① 

市
内
に
住
所
を
有
す
る
ド
ナ
ー
で
、

骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
を
行

　

っ
た
人

②
①
の
ド
ナ
ー
が
勤
務
す
る
事
業
所

（
国
や
地
方
公
共
団
体
、
独
立
行
政

法
人
、地
方
独
立
行
政
法
人
の
ほ
か
、

ド
ナ
ー
休
暇
の
取
得
が
可
能
な
団
体

な
ど
を
除
く
）

◎
奨
励
金
の
額

　

骨
髄
な
ど
を
提
供
す
る
ド
ナ
ー
が
、

通
院
や
検
査
、入
院
に
要
し
た
日
数（
通

算
７
日
を
上
限
）
に
応
じ
て
、
奨
励
金

を
交
付
し
ま
す

【
ド
ナ
ー
本
人
】

１
日
に
つ
き
２
万
円

【
ド
ナ
ー
が
勤
務
し
て
い
る
事
業
所
】

１
日
に
つ
き
１
万
円

◎
申
請
期
限

　

公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が

実
施
す
る
骨
髄
バ
ン

ク
事
業
で
提
供
を
行

っ
た
人
は
、
90
日
以

内
の
申
請
が
必
要
で

す
　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

【ドナー登録の窓口】
○都城保健所健康づくり課　☎ 23-4504
○献血ルーム　カリーノ
　宮崎市橘通東 4-8-1　カリーノ宮崎 3 階
　☎ 0120-77-2257
○県内の献血会場
※ 献血バスでも登録を受け付ける場合が

あります
【骨髄バンクに関する質問・問い合わせ】
○公益財団法人日本骨髄バンク
　☎ 0120-445-445
　http://www.jmdp.or.jp/

ド
ナ
ー
候
補
者
に
な
っ
た
と
き
は

◎
ド
ナ
ー
候
補
者
に
な
っ
た
こ
と
を
お
知
ら
せ

　

患
者
と
Ｈ
Ｌ
Ａ
（
白
血
球
の
型
）
が

一
致
す
る
と
、
ド
ナ
ー
候
補
者
に
な
っ

た
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す

◎
確
認
検
査
（
通
院
１
回
目
）　

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
の
説
明
と

問
診
、
血
液
検
査
を
受
け
ま
す

◎
最
終
同
意
（
通
院
２
回
目
）

　

複
数
の
ド
ナ
ー
候
補
者
の
中
か
ら
最

終
候
補
者
が
選
ば
れ
ま
す

最
終
候
補
者
に
な
っ
た
と
き
は

◎
採
取
前
健
診
（
通
院
３
回
目
）

　

提
供
す
る
約
１
カ
月
前
に
、
よ
り
詳

し
い
健
康
診
断
を
受
け
ま
す

◎
採
取

　

２
つ
の
方
法
か
ら
、
移
植
を
受
け
る

患
者
の
状
態
に
合
わ
せ
て
決
定
し
ま
す
。

ド
ナ
ー
は
採
取
後
、
通
常
1
～
３
日
後

に
退
院
し
、
日
常
生
活
に
戻
る
こ
と
が

で
き
ま
す

①
骨
髄
採
取
（
２
～
３
時
間
）

・
自
己
血
採
血
（
通
院
４
～
５
回
）

・
入
院
（
４
日
間
程
度
）

②
末
梢
血
幹
細
胞
採
取（
３
～
４
時
間
）

・
入
院
（
７
日
間
程
度
）

　昨年、骨髄液の提供
を初めて経験しました。

その体験を生かし、講演会の講師を引き
受けるなど、ドナー登録の普及に向けて
取り組んでいます。
　ドナー登録をする以前は、骨髄液など
の提供を受けた患者は、皆さん回復する
ものと思い込んでいました。しかし、型
が合わずに再度移植が必要になったり、
再発したりする場合もあるということを
聞き、ドナーを増やす取り組みの重要さ
を痛感しました。
　ドナーになることに不安を感じるかも
しれませんが、関係機関のサポート体制
は充実しています。一人でも多くの移植
を待つ人の命を救うために、市民の皆さ
んも、まずは、ドナー登録への協力をお
願いします。

ドナー提供経験者
高田　美佳さん（上東町）

インタビュー
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調
理
師
科
夜
間
部
　
５
人

●
出
願
期
間

昼
間
部

10
月
２
日
㈪
〜
平
成
30
年
３
月
30
日
㈮

夜
間
部
（
10
月
開
講
生
）

９
月
15
日
㈮
ま
で

夜
間
部
（
４
月
開
講
生
）

平
成
30
年
３
月
15
日
㈭
ま
で

●
取
得
で
き
る
資
格
　
介
護
福
祉
士
国

家
試
験
受
験
資
格

●
募
集
人
員
　
介
護
福
祉
学
科
　
40
人

●
出
願
期
間

10
月
２
日
㈪
〜
10
月
16
日
㈪

※ 

一
般
入
試
・
社
会
人
入
試
と
も
に
、

合
同
で
行
い
ま
す

●
取
得
で
き
る
資
格
　
准
看
護
師
試
験

受
験
資
格
、
看
護
師
国
家
試
験
受
験
資

格
な
ど

●
募
集
人
員
　

准
看
護
師
科
（
医
療
高
等
課
程
）　
70
人

看
護
師
科
（
医
療
専
門
課
程
）　
50
人

●
出
願
期
間

准
看
護
師
科

10
月
10
日
㈫
〜
11
月
10
日
㈮

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
日
本
医
師
会
医
療

秘
書
認
定
試
験
受
験
資
格
、
メ
デ
ィ
カ

ル
ク
ラ
ー
ク
な
ど

介
護
福
祉
科
　
介
護
福
祉
士
国
家
試
験

受
験
資
格
、
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
な
ど

●
募
集
人
員
　

情
報
デ
ザ
イ
ン
科
　
30
人

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
20
人

介
護
福
祉
科
　
40
人

●
出
願
期
間 

　

推
薦
、
一
般
　
10
月
2
日
㈪
〜
19
日
㈭

●
取
得
で
き
る
資
格
　

歯
科
衛
生
士
国
家
試
験
受
験
資
格
、
メ

デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
な
ど

●
募
集
人
員
　

歯
科
衛
生
士
科
　
30
人
（
女
子
の
み
）

●
出
願
期
間

推
薦
、
特
待
生
、
一
般
、
社
会
人

10
月
2
日
㈪
〜
12
日
㈭

●
取
得
で
き
る
資
格
　

調
理
師
、
調
理
技
術
検
定
上
級
な
ど

●
募
集
人
員

調
理
師
科
昼
間
部
　
80
人

看
護
師
科
　
12
月
１
日
㈮
〜
27
日
㈬

　
一
般
入
試
で
定
員
の
70
㌫
程
度
を
選

抜
し
、
推
薦
・
社
会
人
入
試
で
定
員
の

30
㌫
程
度
を
選
抜
し
ま
す
。

●
取
得
で
き
る
資
格
　
看
護
師
国
家
試

験
受
験
資
格
な
ど

●
募
集
人
員
　

看
護
専
門
課
程
看
護
学
科
　
40
人

●
出
願
期
間
　

推
薦
入
試

10
月
13
日
㈮
〜
11
月
10
日
㈮

一
般
・
社
会
人

12
月
11
日
㈪
〜
平
成
30
年
１
月
12
日
㈮

●
取
得
で
き
る
資
格
　
看
護
師
国
家
試

験
受
験
資
格
な
ど

●
募
集
人
員
　
看
護
学
科
　
80
人

●
出
願
期
間

指
定
校
推
薦
・
一
般
推
薦
・
社
会
人
１

期
入
試
　

10
月
２
日
㈪
〜
16
日
㈪

一
般
1
期
・
社
会
人
２
期
入
試

12
月
18
日
㈪
〜
平
成
30
年
１
月
10
日
㈬

　
園
芸
や
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
環
境
園

芸
学
部
と
、
教
員
な
ど
を
養
成
す
る
人

間
発
達
学
部
が
あ
る
都
城
キ
ャ
ン
パ

ス
。
地
域
と
関
わ
り
な
が
ら
、
学
び
を

深
め
ら
れ
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

●
取
得
で
き
る
資
格
　

環
境
園
芸
学
部
　
環
境
園
芸
学
科

高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許
（
理
科
・
農

業
）、中
学
校
教
諭
１
種
免
許
（
理
科
）、

自
然
再
生
士
補
、
学
芸
員
な
ど

人
間
発
達
学
部
　
子
ど
も
教
育
学
科

保
育
士
資
格
、幼
稚
園
教
諭
１
種
免
許
、

小
学
校
教
諭
１
種
免
許
、
特
別
支
援
学

校
教
諭
１
種
免
許
な
ど

●
募
集
人
員

環
境
園
芸
学
科
　
１
３
０
人

子
ど
も
教
育
学
科
　
80
人

●
出
願
期
間

特
待
生
　
10
月
２
日
㈪
〜
11
日
㈬

推
薦
1
期
　
11
月
１
日
㈬
〜
10
日
㈮

推
薦
2
期
　
12
月
４
日
㈪
〜
18
日
㈪

一
般
　
平
成
30
年
１
月
15
日
㈪
〜
１
月

31
日
㈬

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
　
平
成
30
年

１
月
15
日
㈪
〜
２
月
２
日
㈮

　
市
内
・
三
股
町
内
の
高
校
を
卒
業
ま

た
は
卒
業
見
込
み
の
人
や
、
市
民
ま
た

は
市
民
の
子
ど
も
が
、
都
城
キ
ャ
ン
パ

ス
に
入
学
し
た
場
合
、
入
学
金
25
万
円

が
全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

　実家から通学できて、保育士や
幼稚園教諭などの資格を複数取得
できることが魅力で、南九州大学
に入学しました。資格取得に向け
て、大学からのバックアップ体制
も充実しているので、将来の目標
が明確な人にぴったりの大学だと
思います。先輩も優しく、分け隔
てなく接してくれるので、困った
ときに相談しやすいですね。将来
は、大学で学んだことを基に、地
元で保育士として働きたいと考え
ています。

　
５
年
間
の
一
貫
教
育
で
、
技
術
職
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
養
成
。
中
学
校
卒

業
後
の
早
い
段
階
か
ら
、実
験
や
実
習
、

設
計
な
ど
の
専
門
的
な
知
識
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
本
科
（
５
年
間
）
を
卒
業
す
れ
ば
準

学
士
、
さ
ら
に
専
攻
科
（
２
年
間
）
を

修
了
す
れ
ば
、
大
学
と
同
じ
学
士
の
学

位
を
取
得
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
科
卒

業
後
に
、
国
公
立
大
学
３
年
生
へ
編
入

学
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
募
集
人
員 

機
械
工
学
科
　
40
人

電
気
情
報
工
学
科
　
40
人

物
質
工
学
科
　
40
人

建
築
学
科
　
40
人

※ 

各
学
科
と
も
募
集
人
員
の
50
㌫
は
推

薦
に
よ
り
選
抜

●
出
願
期
間
　

推
薦
　
平
成
30
年
１
月
４
日
㈭
〜
9
日
㈫

一
般
　
平
成
30
年
１
月
23
日
㈫
〜
26
日
㈮

●
取
得
で
き
る
資
格

情
報
デ
ザ
イ
ン
科
　
基
本
情
報
技
術
者

試
験
午
前
試
験
免
除
、
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど

日髙　日
ひ な

那さん

（都城泉ヶ丘高校卒業）

人間発達学部
子ども教育学科　１年

地元でかなえる、将来の夢地元でかなえる、将来の夢

　市内・三股町内の大学、高専および専門・専修学校の平成30年度学生募集の概要を紹介します。
住み慣れた環境だからこそ、しっかりと勉強に集中できる！ 自宅から通える学校で、将来必要とな
る知識や技術を学び、夢を叶えよう！　　　　　　　　 　◎問い合わせ　総合政策課　☎ 23-7161
※出願期間は、複数回設定している学校があります。出願期間・募集要項など、詳しくは各学校に直接問い合わせください

「しっかりした学びの環境で
  充実した学生生活を送っています」

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

（
立
野
町
）　
　
☎
21- 

２
１
１
１

都
城
高
専
（
吉
尾
町
）

　
　
　
　
　
　
☎
47- 

１
１
３
３

豊
心
福
祉
学
園
（
安
久
町
）

　
　
　
　
　
　
☎
39- 

６
９
５
１

都
城
看
護
専
門
学
校
（
姫
城
町
）

　
　
　
　
　
　
☎
22- 

０
７
１
１

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校

（
祝
吉
町
）　
　
☎
22- 

３
６
９
０

藤
元
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
付
属

医
療
専
門
学
校
（
三
股
町
長
田
）

　
　
　
　
　
　
☎
52- 

６
９
２
１

都
城
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ
（
吉
尾
町
）

　
　
　
　
　
　
☎
38- 

４
８
１
１

入
学
金
が
無
料
に
な
る

都
城
地
区
入
学
金
全
額
免
除
制
度

都
城
デ
ン
タ
ル
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

（
吉
尾
町
）　
　
☎
38- 

４
８
１
２

都
城
調
理
師
高
等
専
修
学
校

（
都
島
町
）　
　
☎
22- 

４
６
２
６

インタビュー
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調
理
師
科
夜
間
部
　
５
人

●
出
願
期
間

昼
間
部

10
月
２
日
㈪
〜
平
成
30
年
３
月
30
日
㈮

夜
間
部
（
10
月
開
講
生
）

９
月
15
日
㈮
ま
で

夜
間
部
（
４
月
開
講
生
）

平
成
30
年
３
月
15
日
㈭
ま
で

●
取
得
で
き
る
資
格
　
介
護
福
祉
士
国

家
試
験
受
験
資
格

●
募
集
人
員
　
介
護
福
祉
学
科
　
40
人

●
出
願
期
間

10
月
２
日
㈪
〜
10
月
16
日
㈪

※ 

一
般
入
試
・
社
会
人
入
試
と
も
に
、

合
同
で
行
い
ま
す

●
取
得
で
き
る
資
格
　
准
看
護
師
試
験

受
験
資
格
、
看
護
師
国
家
試
験
受
験
資

格
な
ど

●
募
集
人
員
　

准
看
護
師
科
（
医
療
高
等
課
程
）　
70
人

看
護
師
科
（
医
療
専
門
課
程
）　
50
人

●
出
願
期
間

准
看
護
師
科

10
月
10
日
㈫
〜
11
月
10
日
㈮

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
日
本
医
師
会
医
療

秘
書
認
定
試
験
受
験
資
格
、
メ
デ
ィ
カ

ル
ク
ラ
ー
ク
な
ど

介
護
福
祉
科
　
介
護
福
祉
士
国
家
試
験

受
験
資
格
、
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
な
ど

●
募
集
人
員
　

情
報
デ
ザ
イ
ン
科
　
30
人

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
20
人

介
護
福
祉
科
　
40
人

●
出
願
期
間 

　

推
薦
、
一
般
　
10
月
2
日
㈪
〜
19
日
㈭

●
取
得
で
き
る
資
格
　

歯
科
衛
生
士
国
家
試
験
受
験
資
格
、
メ

デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
な
ど

●
募
集
人
員
　

歯
科
衛
生
士
科
　
30
人
（
女
子
の
み
）

●
出
願
期
間

推
薦
、
特
待
生
、
一
般
、
社
会
人

10
月
2
日
㈪
〜
12
日
㈭

●
取
得
で
き
る
資
格
　

調
理
師
、
調
理
技
術
検
定
上
級
な
ど

●
募
集
人
員

調
理
師
科
昼
間
部
　
80
人

看
護
師
科
　
12
月
１
日
㈮
〜
27
日
㈬

　
一
般
入
試
で
定
員
の
70
㌫
程
度
を
選

抜
し
、
推
薦
・
社
会
人
入
試
で
定
員
の

30
㌫
程
度
を
選
抜
し
ま
す
。

●
取
得
で
き
る
資
格
　
看
護
師
国
家
試

験
受
験
資
格
な
ど

●
募
集
人
員
　

看
護
専
門
課
程
看
護
学
科
　
40
人

●
出
願
期
間
　

推
薦
入
試

10
月
13
日
㈮
〜
11
月
10
日
㈮

一
般
・
社
会
人

12
月
11
日
㈪
〜
平
成
30
年
１
月
12
日
㈮

●
取
得
で
き
る
資
格
　
看
護
師
国
家
試

験
受
験
資
格
な
ど

●
募
集
人
員
　
看
護
学
科
　
80
人

●
出
願
期
間

指
定
校
推
薦
・
一
般
推
薦
・
社
会
人
１

期
入
試
　

10
月
２
日
㈪
〜
16
日
㈪

一
般
1
期
・
社
会
人
２
期
入
試

12
月
18
日
㈪
〜
平
成
30
年
１
月
10
日
㈬

　
園
芸
や
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
環
境
園

芸
学
部
と
、
教
員
な
ど
を
養
成
す
る
人

間
発
達
学
部
が
あ
る
都
城
キ
ャ
ン
パ

ス
。
地
域
と
関
わ
り
な
が
ら
、
学
び
を

深
め
ら
れ
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

●
取
得
で
き
る
資
格
　

環
境
園
芸
学
部
　
環
境
園
芸
学
科

高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許
（
理
科
・
農

業
）、中
学
校
教
諭
１
種
免
許
（
理
科
）、

自
然
再
生
士
補
、
学
芸
員
な
ど

人
間
発
達
学
部
　
子
ど
も
教
育
学
科

保
育
士
資
格
、幼
稚
園
教
諭
１
種
免
許
、

小
学
校
教
諭
１
種
免
許
、
特
別
支
援
学

校
教
諭
１
種
免
許
な
ど

●
募
集
人
員

環
境
園
芸
学
科
　
１
３
０
人

子
ど
も
教
育
学
科
　
80
人

●
出
願
期
間

特
待
生
　
10
月
２
日
㈪
〜
11
日
㈬

推
薦
1
期
　
11
月
１
日
㈬
〜
10
日
㈮

推
薦
2
期
　
12
月
４
日
㈪
〜
18
日
㈪

一
般
　
平
成
30
年
１
月
15
日
㈪
〜
１
月

31
日
㈬

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
　
平
成
30
年

１
月
15
日
㈪
〜
２
月
２
日
㈮

　
市
内
・
三
股
町
内
の
高
校
を
卒
業
ま

た
は
卒
業
見
込
み
の
人
や
、
市
民
ま
た

は
市
民
の
子
ど
も
が
、
都
城
キ
ャ
ン
パ

ス
に
入
学
し
た
場
合
、
入
学
金
25
万
円

が
全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

　実家から通学できて、保育士や
幼稚園教諭などの資格を複数取得
できることが魅力で、南九州大学
に入学しました。資格取得に向け
て、大学からのバックアップ体制
も充実しているので、将来の目標
が明確な人にぴったりの大学だと
思います。先輩も優しく、分け隔
てなく接してくれるので、困った
ときに相談しやすいですね。将来
は、大学で学んだことを基に、地
元で保育士として働きたいと考え
ています。

　
５
年
間
の
一
貫
教
育
で
、
技
術
職
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
養
成
。
中
学
校
卒

業
後
の
早
い
段
階
か
ら
、実
験
や
実
習
、

設
計
な
ど
の
専
門
的
な
知
識
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
本
科
（
５
年
間
）
を
卒
業
す
れ
ば
準

学
士
、
さ
ら
に
専
攻
科
（
２
年
間
）
を

修
了
す
れ
ば
、
大
学
と
同
じ
学
士
の
学

位
を
取
得
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
科
卒

業
後
に
、
国
公
立
大
学
３
年
生
へ
編
入

学
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
募
集
人
員 

機
械
工
学
科
　
40
人

電
気
情
報
工
学
科
　
40
人

物
質
工
学
科
　
40
人

建
築
学
科
　
40
人

※ 

各
学
科
と
も
募
集
人
員
の
50
㌫
は
推

薦
に
よ
り
選
抜

●
出
願
期
間
　

推
薦
　
平
成
30
年
１
月
４
日
㈭
〜
9
日
㈫

一
般
　
平
成
30
年
１
月
23
日
㈫
〜
26
日
㈮

●
取
得
で
き
る
資
格

情
報
デ
ザ
イ
ン
科
　
基
本
情
報
技
術
者

試
験
午
前
試
験
免
除
、
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど

日髙　日
ひ な

那さん

（都城泉ヶ丘高校卒業）

人間発達学部
子ども教育学科　１年

地元でかなえる、将来の夢地元でかなえる、将来の夢

　市内・三股町内の大学、高専および専門・専修学校の平成30年度学生募集の概要を紹介します。
住み慣れた環境だからこそ、しっかりと勉強に集中できる！ 自宅から通える学校で、将来必要とな
る知識や技術を学び、夢を叶えよう！　　　　　　　　 　◎問い合わせ　総合政策課　☎ 23-7161
※出願期間は、複数回設定している学校があります。出願期間・募集要項など、詳しくは各学校に直接問い合わせください

「しっかりした学びの環境で
  充実した学生生活を送っています」

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

（
立
野
町
）　
　
☎
21- 

２
１
１
１

都
城
高
専
（
吉
尾
町
）

　
　
　
　
　
　
☎
47- 

１
１
３
３

豊
心
福
祉
学
園
（
安
久
町
）

　
　
　
　
　
　
☎
39- 

６
９
５
１

都
城
看
護
専
門
学
校
（
姫
城
町
）

　
　
　
　
　
　
☎
22- 

０
７
１
１

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校

（
祝
吉
町
）　
　
☎
22- 

３
６
９
０

藤
元
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
付
属

医
療
専
門
学
校
（
三
股
町
長
田
）

　
　
　
　
　
　
☎
52- 

６
９
２
１

都
城
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ
（
吉
尾
町
）

　
　
　
　
　
　
☎
38- 

４
８
１
１

入
学
金
が
無
料
に
な
る

都
城
地
区
入
学
金
全
額
免
除
制
度

都
城
デ
ン
タ
ル
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

（
吉
尾
町
）　
　
☎
38- 

４
８
１
２

都
城
調
理
師
高
等
専
修
学
校

（
都
島
町
）　
　
☎
22- 

４
６
２
６

インタビュー


